
  1

OpenFOAM 勉強会 for beginner @ 関東
自己紹介

2012年7月21日
春日 悠



  2

自己紹介

● 氏名: 春日 悠 (かすが ゆう)

● 出身: 福岡県春日市
● 業務: 流体解析 (FLUENT)

● 学生時代: 構造解析 (自製)

● 資格: ソフトウェア開発技術者
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自己紹介

● OpenFOAM: 1.3 ~ 2.1.1
● Linux: Slackware 3.5 ~ Linux Mint 12

● プログラミング: C 言語
● Zsh/Vim 利用 (コード探索は find/grep で

ちまちま)
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これまでの取り組み

● OpenFOAM 利用のためのメモの整理
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今後取り組みたいこと

● CFDEM (LIGGGHTS) の調査
● Code_Saturne との比較
● Salome の活用
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OpenFOAM 業務利用の問題点

● メッシュの用意が大変
● 設定がめんどくさい
● 計算がすぐ止まる
● 教育しにくい
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メッシュの問題

● blockMesh/snappyHexMesh 嫌い。
● Cubit などの商用のメッシャーを使う。
● Salome は?



  8

設定の問題

● 調べる時間も誰かに聞く時間もない。
● GUI とは言わずとも、設定のためのリ

ファレンスくらいは欲しい。
● FLUENT のケースから OpenFOAM の

ケースへ変換するツールを作るか (有料
でも)。
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計算の安定性の問題

● 解決策の知見をためて整理する。
● ロバスト性が増すように改造するか (有

料でも)。
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教育の問題

● 設定のめんどうさ = 教育のめんどうさ
● CFD の教育とセットにするか。
● C++ が問題？
● 勉強会の参加は…自主勉強だから強制は

できない。
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おわり
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